
【令和７年度　宮崎県立宮崎南高等学校　学校評価】

項目別 総合
■一人一台端末 ・Google Classroomを用いて、課題の配

布・提出、資料の提示等、利用頻度は
高い。

4.0

Microsoft365については、利
用頻度が少ないが、情報科と
連携して研修等を行う

4.0

■スタディーサポート ・国数英の基礎力を測定し、事後の常
時指導につなげていく。WEB版での実
施も検討している。

3.0

学習習慣等を数値化し、見
える化できるという利点はあ
るが、活用方法をさらに充実
させる必要がある。

4.0

■Classi活用 ・学習トレーニング機能は、教科・科目
数も増え、隙間時間にも有効活用できる
・連絡ツールとしての活用は十分である
が、学習ツールとしての活用を浸透させ
ていく手立てが必要である。

3.0

・校務支援ツールとしての充
実をさらに図るため、「申請･
提出物」機能を活用していき
たい。

4.0

■デジタル採点システム ・百問繚乱を定期考査・小テストで大い
に活用している。・百問繚乱を定期考
査・小テストで大いに活用している。

4.0

本年度は高校入試の採点に
も活用されており、問題なく
運用できている

4.0

■各種通信（部・学年・教科） ・生成ＡＩ研修も行われ、校務の短縮に
つながっている。

4.0

生成ＡＩのさらなる利用によ
り、働き方改革にもつなげて
いきたい。 4.0

■５５分授業 ・55分間もさることながら、放課後の時間
の有効活用につながっている。

4.0

・カリキュラムマネジメント、働
き方改革の視点も取り入れて
行きたい。・期末考査ごとに
曜日調整をしっかりとしなが
ら移動コマを設定していきた
い。

4.0

■放課後セミナー（3年生） ・延べ受講者数1070名(昨:823名､一
昨:879名)を見ても、意識の高さがうかが
える一方、自走できる生徒の育成が課
題。

3.5

・Ⅰ･Ⅱ期ともに各生徒の
ニーズに合った講座を展開
できている。年内入試の時期
と重なるⅡ期の在り方につい
て検討していく。 3.5

■朝補習 ・完全不受講者は学年が上がるにつれ
増加傾向。Ⅱ期は、不受講者数微増。

3.0

・朝補習の効果についての
検証をおこない、今後の在り
方について検討していく。

3.0

■高大連携 ・教師みらいセミナー、宮崎大学・宮崎
公立大学出前講座、各探究活動への協
力等、地元大学には多大なる御協力を
頂いている。

4.0

・多種多様な連携事業に、多
くの生徒が参加できる広報、
手立て等を充実させていく。

4.0

■各種発表会・コンクール ・3年生の外部コンテスト（MSEC)参加者
の増加が見られた。（R6：68名→R7：104
名）

3.0

参加促進の要因を分析し、
早期からの情報提供と指導
体制を強化する。

4.0

■鵬イノベーションコンテスト（１
年）

・普通科の課題設定力を強化するため
に、昨年度までの実施方法を改善して
取り組んでいる。 3.0

成果と課題を検証し、探究
テーマ設定の指導を体系化
する。 4.0

3.6

3.5

3.3

1　学力向上

①ICTを利用した授業
の工夫改善による学

力の定着・向上

②個別指導の徹底と
自学学習の充実によ
る、徹底した基礎力及
び応用力の定着

③探究活動をとおし
て、主体的に課題を設
定し、解決できる人材
の育成

評価項目目標 具体的な方策
成果◎と課題▲

【各部の反省や進捗状況】

自己評価

項目別 総合
次年度以降の改善策

コメント

学校関係者評価
評価

4.0

3.5

4.0

学習支援ツールとしてGoogleClassroom、
Microsoft365、Classi（スタディサプリもですか？）が
あるように見受けられる。これらを使う上でのデータ
入力、管理運営にも時間がかかるのではないかと
気になります。それらのツールの効果および、教員
が費やされる時間、維持管理費用なども考慮し、
もっとも効果ある使い方についての検討必要では
ないかと思いました。また、生成AIに関する研修に
も取り組まれており、良いことだと思います。生成AI
に関しては、倫理・リテラシー教育と共に積極的な
活用に関する教育も重要であると思います。
どういうシステムなのか分からないので見当はずれ
な指摘かもしてませんが、他の科目でも同様のこと
はできないのでしょうか？
ICTを利用した工夫改善が引き続き行われることで
学力向上とともに働き改革につながることを期待す
る。
大学ではWord、Excel、PowerPointの活用は前提
なので、しっかり習得させてもらい
たいところです。
個人的には類似したシステムで提出物を管理する
ようになってから非常に楽になりました。大学では
ウェブ上での課題や提出物は当たり前なので、慣
れさせてほしい。
正確かつ迅速で生徒にも教師にも良いシステムだ
と思います。
AIは何の科目でも大いに活用すべきものではない
と思うので、使い方だけではなく、使う側の倫理観
についても教えてほしい。

最も重要なことは、自ら学ぶという姿勢だと思いま
す。難しい問題であることは承知しておりますが、
ぜひ取り組んでいただきたいと思います。また、朝
補習における完全不受講者が増加傾向という説明
が気になります。なぜ受講しないのかアンケートを
とると共に、受講している学生さんと成績の伸びの
相関を調べるなど、分析されることを期待します。
朝の補習についての検証・分析の結果をうかがい
たい。
生徒の集中力を鍛える良いシステムだと思いま
す。
この記述からはなぜ評価が満点でないのか分かり
ませんでした。教師や生徒の負担にならないよう、
これ以上コースやクラスを拡大したりはされない方
が良いのではないかと思いました。
朝課外は生徒や教師のみならず、保護者にも負担
が大きいと聞きます。廃止になった学校も多いと聞
くので、無理に続けなくても良いと思う。
朝補習の在り方について、科学的な見地（睡眠特
性や朝型／夜型等）から検討された方がよいかと
思われる。朝補習に拘らないやる気や実力向上法
の検討を。

探求活動に関しては担当教員の努力もあり、高い
成果が得られていると感じています。また、課題設
定能力に関しては、実はアナログ的な取り組みで
あり、現場での課題をしっかり見聞きして、俯瞰的
かつ多面的にその課題を観ることが重要だと思い
ます。これはかなり時間が必要な取り組みです。高
校の教育の中で極めるには経験させることが重要
で地道な取り組みになると感じます。
「探究活動」が進路指導の時間として活用している
学校が少ない中で、御校が５つの魅力の中の一つ
として「探究活動」を位置付けて、文字通り実践し
ていることは、それだけで尊い。
「探究活動」を「探究型入試」に活かす、という方向
も、好ましい選択と言える。大学側は、そのような課
題探求型の学力を身につけた受験生を大いに期
待している。
探究活動は、発表会を用意して「見せ場」を設ける
ことが質の向上に繋がる。美郷町の「子ども議会」
が好事例を提供している。宮崎大『小中一貫・連携
教育の理念と実践ー「美郷科カリキュラム」の実
践ー』東洋館出版。
「見せ場」は重要であるが、他方で公的統計資料
の活用など、基本的な事実確認とその典拠明示
も、決しておろそかにしてはならない。AIを活用す
る場合でも同様。
積極的に大学とのつながりを活用していて素晴ら
しいと思います。
なぜ3.0なのか分かりませんが、一般入試を受ける
生徒が高3で探究活動に打ち込めないのは当たり
前なので、あまり参加者数にこだわらなくても良い
ように思います。
上にも書いたように、分野によりAIの推奨の度合い
には違いがあるので、何にでもAIの活用を推進す
るようなことはやめてほしいと思っています。



■探究発表会（２年） ・問いを深めるためにAIの活用を推進し
て実施している。

3.0

活用事例を共有し、AI活用
の指導方法を標準化する。

4.0

■各教科における到達度チェック ・単元テスト実施を他校例を参考に検討
している。

3.0

・「スタディサプリ」を導入し、
到達度テスト実施による充実
を図る。 3.0

■各種講座（放課後） ・6～7月にかけて「ｻﾏｰ･ｷｬﾘｱ･ｾﾐﾅｰ」と
称して、５つの講座を校内で実施。今後
生徒のニーズ等を踏まえ、多く設定して
いきたい。

4.0

・多様な進路目標に対応す
るために、講座の数を増やし
ていきたい。 4.0

■Classiによる学習記録 ・Classiや紙媒体での学習記録の積み
重ねにより、生徒のやる気の醸成、学習
量の調整に役立っている。

3.5

・１年生の入力状況があまり
良くない。２・３年生は紙ベー
スも含め記録する者も多く、３
年生は平日でも５時間超える
生徒が多い。

3.5

■面談材料提供のための職員研
修会

・各担任には、様々な進路情報誌を配
布し、共有ﾌｫﾙﾀﾞには多くの進路情報を
ｽﾄｯｸしており、有効に活用してほしい。

3.5

・進路情報等の共有につい
てのプラットホームのさらなる
充実に加え、活用方法の発
信を積極的に行う。 3.5

■教師みらいセミナー、ひむか共
創人財育成塾

・前者については、２回本校を会場とし
て実施していただき、環境的に恵まれて
いると感じる。平均して25～30名程度の
生徒が参加している。

4.0

・宮崎大学教育学部との連
携を密にしながら、多くの生
徒の参加を呼びかけたい。 4.0

■出前講座・体験講座 ・宮崎大学・宮崎公立大学出前講座で
は、12講座開講。 4.0

・各大学との連携を密にしな
がら、継続していきたい。 4.0

■進路講演会 ・各学年、近畿大学、立命館大学、リク
ルート等の外部講師による講演を実施。
進路指導部でも文理選択に向けた講話
を１年生向けに実施。 4.0

・３年間の進路指導の流れを
意識しつつ、各学年の実態
に応じた講演会を企画してい
きたい。 4.0

■南セミナー（1、2年） ・２年が７月から82名、１年が９月から68
名で実施。例年より多い受講者数であ
り、高い学習意識を伸ばしていきたい。

3.5

・講座のさらなる充実により、
難関大志望者の増加を図り
たい。

4.0

■卒業生による進学講話 ・３学期に「合格者の声を聴く会」を計画
している。「大学生の声を聴く会」も実施
できないか、と検討している。

4.0

・現役大学生による座談会
や、学部別座談会など、在校
生が受け身にならないような
企画も実施したい。 4.0

■オープンキャンパス、外部講座
への参加

・九大OCは、同窓会の御支援もあり、３
年連続で実施できた。参加者数の減少
もあり、隔年実施も検討。・各OCや外部
講座案内の方法を、より効果的に実施
できるよう工夫していく。

3.5

・九大ＯＣの参加者数は隔年
で増減を繰り返しているた
め、他大学のＯＣも念頭に隔
年実施を検討していく。 4.0

■ハイレベル模試
■南模試
（１・２年生　9月・1月）

・１･２年生ともに３クラスを、ﾊｲﾚﾍﾞﾙ模試
必須受験としている。効果について、今
後検証が必要。・各教科、共通テストや
大学入試を意識した問題作成ができて
いる一方、模試のあり方についての議論
も必要。

3.0

・ハイレベル模試については
継続。南模試については、実
施時期を一部変更すること
で、長期休暇中の学習との
接続を意識させたい。

3.5

■学力検討会・進路判定会 ・各学年ともに、現時点での成績概況と
課題、今後の進路指導の展望等、有意
義な情報共有ができている。 3.5

・各業者との連携を密にし、
充実した資料作成に努めて
いく。 3.5

■探究活動（フロンティア） ・大会やコンテスト（ツールド九州プロ
ジェクト、マイプロジェクト）への積極的な
参加を促す取組を行っている。その結
果、プレゼンテーション能力や発信力の
強化を図っている。

3.5

事前の発表練習や原稿指導
を体系化し、参加後は講評
や成果を全体で共有すること
で、表現力と発信力の定着を
図る。

4.0

■探究活動（普通科） ・2年普通科の中間発表に多くの大学の
先生方を招き、助言を受ける取組を実
施している。このような活動を通じて、普
通科においても大学教員との関わりを
持てるように努めている。

3.5

大学教員からの助言を記録・
蓄積し、授業内での改善指
導や再発表に生かすことで、
探究の質と大学連携の深化
を図る。

4.0

■鵬ドリカム講座 鵬ドリカム講座では、30講座開講。同窓
生には、多大なる御協力を頂き、生徒の
職業観育成等につながっている。

3.5

・鵬ドリカム講座と進路実績
の相関関係を整理し、これま
で以上に生徒の意識を高め
ていきたい。

4.0

3.5

3.8

3.3

②学習会や各種講演
等による進路意識の
向上及び、より高い目
標に挑戦する気概の
醸成

3.5

②体験を通した自己
肯定感、自己有用感
の向上

２　進路達成

①基本的な学習習慣
の確保と、家庭学習の
充実

３　人間力の育成

①大学や企業、地域と
の連携の推進によるコ
ミュニケーション力の
育成

③実力テストや校外模
試などを利用した自己
学力の把握と課題の
改善による夢の実現

継続的に、各学生の試験結果に基づいた進路指
導をお願いいたします。
良い取り組みだと思います。引き続き続けていただ
きたい。
難関大対策の模試があるのは良いことだと思いま
す。どのくらいのレベルなのかは分かりませんが、
著しく平均点が低いのであれば受験は希望者のみ
に絞っても良いのではと思いました。

大学生の声を聴く会に関しては良い企画だと思い
ます。必要に応じて協力いたします。また、難関大
学へ進学された学生さんのその後の進路（就職先
など）については調べられていますでしょうか？
学年が上がるにつれて学習意欲や学習時間が高
まっているのであれば、何の問題もないのではな
いかと思いました。
生徒の志望に合わせた授業が提供されてい。
難関学校志望者増加を含め、チャレンジ精神を
養ってほしいしチャレンジ精神をはぐくむ環境が
あってほしい。
良い試みだと思います。他の職業についても実施
できれば面白いと思いました。
素晴らしい。ぜひ継続していただきたい。
良い試みだと思います。もっといろいろな大学から
人をお招きして生徒の選択の幅を拡げてほしいと
思います。
向上心のある生徒のニーズに合うような、ハイレベ
ルな授業の拡大を望みます。
先輩は大人よりも距離感が近く、生徒にとっては参
考にしやすいと思います。
様々なニーズに合うように、協力してあげてほしい
と思いました。

4.0

3.5

3.5

情報は活用して大きな意味を持ちます。
上にも書きましたがツールを導入すると、入力する
ことが目的になりがちです。また、教員、学生共に
入力するのにも時間を要します。情報を最大限に
活用され、学生さんの行きたい進路を達成すべく、
ご指導をお願いいたします。
地元大学の貴重な協力を活かしていくためには生
徒の側で積極的に（例えばしっかり自分で下調べ
をして）主体的に取り組んでいくことが大切だ。
あまりシステマティックに実施できていないが故の
低評価ということでしょうか。教師間でのシステムや
目標への理解が共有されることが大事だと思いま
す。
成果と課題のところの意味がよく分からないのです
が、学校側が各担任にさまざまな資料を配布して
いるということでしょうか。だとしたら素晴らしい研修
だと思います。

4.0

上でも述べたが、探求活動に関しては担当教員の
努力もあり、高い成果が得られていると思います。
学校運営協議会の場でプレゼンテーションを聴講
させていただきましたが、素晴らしいと思いました。
継続的な指導をお願いいたします。
探究学習については今までのご尽力が実を結び
始めていると思われる。積み上げられてきた、また
積み上げられつつあるモメンタムを大切に、主体
的な学びと活動をさらに盛り上げ確かなものにして
いってほしい。
大学での学びにつながる良い企画だと思います。
発信だけでなく、講評をすることも批評の力を養う
ことになるので、指導をしてほしい。
フロンティアとの差が大きいように感じる。これに関
してはもう少し良い意味で現場の教員が介入して
もよいと思う（手取り足取りではなく道案内や確認
的な形で）。

年齢を問わず自己肯定感を感じることは重要であ
ると感じていますが、ここで記載の取り組みと自己
肯定感とのつながりがわかりにくく感じました。
学外などのコンテストで探求学習等の成果の発表
が増え高い評価も見受ける。こうした機会は外の空
気や動向に触れ刺激をうける良い機会なので様々
な機会を（文章を書くコンクールも含め）さらに積極
的に活用できるとよいと思う。
先輩から話を聞けるのはとても貴重な機会だと思
います。どのように人選が行われるのかわかりませ
んが、生徒のニーズに合った形にしてほしい。



■学校行事 ・昔とは違う気候環境の中、行事の実施
時期の検討を行っている。特別活動で
ある学校行事の意義を生徒に理解さ
せ、自己有用感などを高め、学校生活
満足度を高めていくためのＰＤＣＡサイ
クルも常に心がけていきたい。

3.5

・体育の部の時期を大きく変
更した。そのために、今年度
よりコンセプト、内容などにつ
いて生徒の意見、満足感を
得られるよう会議を重ねてい
きたい。

4.0

■１年生の初期指導（FORM） ・各教科から普通科高校生としての学習
の心構えや各主任から学校生活の送り
方について話をしてもらった。 様々な場
面で継続的に指導している。

3.5

南高校生としての自覚や学
校生活の送り方を毎年変わ
ることなく指導できている。 4.0

■部活動 ・学校に存在しない部で活動するケース
が増え、規定を追加した。 4.0

活動が多様化し、活躍の場
の確保のために今後も継続
して取り組む。

4.0

■生徒会活動 ・近年、立候補者が多く活性化してい
る。文化祭やオープンスクールで活躍し
ている。・各種学校行事の企画運営に
尽力することができたが、公約の実現や
生徒の自治活動の活性化には至ってい
ない。学校行事の精選を図りながら、生
徒自身のタイムマネジメント能力の育成
を図りたい。

3.5

文化祭やオープンスクール
では教師の期待を超える活
躍をしている。次年度へ向け
ての準備も着々と進めてお
り、生徒会としての機能が果
たせるよう継続して仕向ける
必要がある。生徒会役員が
入れ替わる際の引継ぎが不
十分で業務を円滑に進めら
れないことが多々見受けられ
る。各業務の引継ぎ資料を
作成することで業務の円滑な
引継ぎを図り、公約の実現に
向けた活動を充実させたい。

4.0

■生徒委員会活動 ・通常の活動に加え、小学校と連携した
挨拶運動や交通安全運動ができた。・
約2ヶ月に1回の委員会活動を通して、
より良い学校生活の実現に向けて努力
した。担当教員と各種委員長・生徒会担
当との打ち合わせを充実させ、自治活
動をより活性化させたい。

3.5

各委員会ともに課題を見つ
け、その解決に取り組む動き
が見られた。特に交通安全
委員会は学校内外ともに活
動の幅を広げることができ
た。各種委員会が積極的に
活動しているが、クラスによっ
て取り組みや周知にばらつき
がある。各種委員会の集会
が実施されるたびにクラス掲

4.0

■国際ボランティア活動 ・県高文連「国際・ボランティア」部の活
動の一環で、韓国ラオン高校・チャンイ
高校・コンジアム高校の３校と年３回セッ
ションの『メンターメンティ』プログラムに
毎年UNESCO部を中心に参加。・今年
度はラオン高校より生徒のホームスティ
を受入れ学校体験を実施した（昨年度
はチャンイ高校受入れ）。・県高文連文
化交流事業の韓国派遣にてラオン高校
とチャンイ高校に本校より生徒５名派遣
（３泊４日）・英語授業では台湾の高校生
とオンライン交流を行う予定（１２月～１
月）。

4.0

本校に高文連国際・ボラン
ティア専門部事務局がある関
係で、本校教職員の御協力
のもと、継続性のある充実し
た国際交流が実施できてい
る。直行便がある韓国・台湾
の高校生との交流は、生徒
の国際理解と海外志向を高
め、広い意味での平和的関
係の構築に資する一助となる
ことを期待しているが、授業
内容を精選する必要がある。

4.0

■修学旅行 ・海外コースとして韓国を選択し、希望
者を募って行く

3.5

旅費高騰による行程の変更
があったが海外、国内ともに
計画できた。

4.0

４生徒支援体制等の
充実

①生徒が抱える問題
の早期把握と、共通理
解の下、組織で対応

■面談週間 ・４月中旬から面談週間を設けることによ
り生徒の早期理解に努めた・（１年生）外
部の心理テストを活用し、分析結果をク
ラス経営や面談の資料として活用してい
る。

4.0

Ｒ８は５月に鵬祭体育の部を
実施することになるため、４月
の行事は目白押しである。
しっかりと面談時間を確保す
ることで特に１年生の順調な
スタートにつながるよう、反省
を生かして生徒理解に努め
たい。

4.0

時間のかかる個別面談ですが、非常に重要だと
思っております。１年生は入学したばかりで不安と
緊張の日々を過ごしていると思います。引き続き、
対応をよろしくお願いいたします。
面談に力を入れてらっしゃることは素晴らしいと思
いますが、学校生活での悩みが生じるのはもっと
後になってからのようにも思います。いろいろ熟考
された上での設定だとは思いますが、4月がベスト
の時期なのか検討されてもいいのかなと思いまし
た。

■各種会議による生徒の情報共
有

・いじめ不登校委員会や学年主任会、
各学年会で生徒情報の早期集約に努
めている。 3.5

左記の委員会、学年主任会
などで生徒・学年の情報をよ
り一層全職員で共有し、安心
安全な学校づくりに努めてい
きたい。

3.5

■働き方改革の推進 ・ＯＪＴの喚起、教材の共有化を教科代
表者会を通じて呼びかけた・定例及び
必要に応じて緊急にいじめ・不登校対
策委員会を開催している。

3.0

・夏期に行った生成ＡＩ職員
研修以降、多くの先生方が
利用し、校務ＤＸの向上につ
ながっている。

3.5

■避難訓練 ・年度当初に大地震を想定した避難訓
練を実施した。本校は生徒数が多いた
め、多くの負傷者が出ないように、各自
の対応力を高められることを目標にし
た。

3.5

・4月当初に避難訓練を行っ
た。事故なく無事に訓練を終
えることができた。普段の集
会時の集合においても、クラ
ス単位で短時間で整然と並
び、担当に報告するという点
では避難訓練と同様である
ので、意識して取り組ませた
い。

3.5

④定期航空路が開設
された韓国や台湾等
を中心とした国際交流
推進する

3.8

3.6

3.3

②生徒の行事及び職
員の業務の改善による
生徒、職員の健康推
進

③環境整備の充実
と、防災意識の向上に
よる安心・安全な環境
保持

③文武両道を推進し、
学習、部活動等ともに
高いレベルを目指す

4.0

「学校に存在しない部」とは、学校が認めることなく
勝手にグループを形成し活動しているということで
しょうか？また、生徒会への立候補者が増えている
理由は何でしょうか？生徒による自治活動が活発
化すると面白いのでしょうが、難しいですかね？
小学校、中学校との連携は非常に重要だと思いま
す。継続されること期待します。
しっかりとした取り組みができているように思いま
す。特に改善点なども見られません。
記述の意味がよく分からないのですが、多様な活
動がなされているのであれば、それでよいのではな
いですか？
生徒会が盛り上がっているのは良いことだと思いま
す。方々で活躍しているようですし、少し評価が辛
いのかなと思いました。
資料の作成も大事ですが、直接話して引継ぎを行
う期間を従来よりも長めに取れたら良いのではない
かと思いました。

「視野は世界、活動は地域」という考え方に共感し
ます。国を超えた同年代の人との交流を通し、他の
国の文化を理解するためにも、英語によるコミュニ
ケーション能力を身につけられることを期待しま
す。
異文化理解への意識が高いことは素晴らしいこと
だと思う。宮崎にも韓国や台湾からの留学生はたく
さんいるので、国際交流に関しても高大連携を利
用できるのではない
かと思いました。中国語や韓国語を大学で教わっ
ている大学生などとも交流してもいいかもしれませ
ん。
なかなか円安の影響で海外に行きにくい状況が続
いていますが、何とか続いてほしいところです。

4.0

3.5

いじめ、不登校の対応は非常に大変かと思います
が、これらに関しては何か対応マニュアルのような
ものがあるのでしょうか？教員の力量に委ねるのは
危険な気がします。同時に教員の働き方改革は重
要な課題です。何に一番時間が取られ、何の改善
が最も重要なのかを抽出して対応に取り組まれるこ
とを期待します。
学校全体でいじめや不登校を解決しようと姿勢が
窺えました。
記述を見る限りしっかり取り組まれているように見え
ますが…。教員は頑張ろうと思えばどこまででも頑
張ってしまう職業だと思います。教職員の負担軽
減には継続してしっかりと取り組んでもらいたいとこ
ろです。

定期的な避難訓練や防災教育が、いざという時の
役に立ちます。継続的な取り組みをよろしくお願い
いたします。
良い取り組みだと思います。上から言われたからで
はく、生徒が納得して清掃に取り組むよう導いても
らいたい。
生徒たちの間で災害に対する意識が高く保たれて
いると思いました。避難訓練に真剣に取り組んでい
るのは素晴らしい。
防災教育については、地域との結びつきを深める
学びや活動とリンクできれば地域連携と実際的な
学びが達成できる。
防災への意識を高く保てていると思います。大学

大学の文化祭のように、より多くの人が直接行事に
かかわるとモチベーションも上がるのではないかと
思いました。



■防災教育 ・関係各所から配布される資料の活用
や、台風接近時に注意喚起を行うこと
で、防災についての意識を高めるように
した。

3.5

・教室をはじめとする校内の
整理整頓を始め、常時から
地震や火災に対する心構え
を持たせることで、非常時の
初動に遅れのないように意識
付けができている。

3.5

■清掃活動 ・日々の１０分間の清掃活動を通して、
環境美化について短時間で集中して取
り組む意識を高めるようにした。

3.5

・清掃について、生徒間で取
り組みに差がある。監督の先
生方の清掃についての教育
的価値を高いレベルで合わ
せたい。

3.5

■スクールカウンセラー、ＳＳＷと
の連携

・SC、SSWは人材に恵まれ継続的かつ
個に応じた支援ができている。・現在コ
ネクト利用者はいない。・安心感のある
学校づくりのために、さらに生徒へ積極
的に関与する必要があると考えている。

5.0

相談活動、研修の講師、ケース
会でのファシリテーター、外部
機関からの情報収集など、引き
続き多方面でSC・SSWを活用し
たい。 5.0

■いのちを大切にする教育の推
進

・養教とSCによる対話式の講話を実施し
た。自分を大事にすること、いつでも相
談できることを強調した。 4.0

生徒の心育てとして、心を揺さ
ぶる題材を探し教材化する。ま
た、人権学習とリンクさせた傾聴
訓練を行う。

4.0

■いじめ・リクエスト相談 ・いじめの訴えがあった生徒への聞き取
りを迅速に行い、重大事態に発展するこ
とは防げた。・リクエスト相談により生徒
のニーズを把握し相談活動の充実に努
めている。

3.0

いじめ・不登校の早期発見・予
防のために調査・検査を適時実
施する。また、分析結果を元に
ハイリスクの生徒に面談等を行
い支援に繋げる。

4.0

4.0

3.5

④不登校に対する総
合支援の推進（SC・
SSW、コネクトの利用）

非常に解決に結びつけることが難しい課題です。
高校教員の業務の範疇を超えていることが多いと
思われます。大きな問題となる前に、スクールカウ
ンセラーや外部機関の協力を積極的に仰ぎ、対策
を講じてください。
話を聞いてもらうだけでも生徒は心が軽くなったり
するので、傾聴の訓練は大事かなと思った。
「ハイリスクの生徒」の「ハイリスク」とは何のリスクを
指しているのか分からないが、一人ひとりを取り巻く
事情は千差万別なので、あまり機械的に進めない
方がいい
のではと思った。

3.5

防災への意識を高く保てていると思います。大学
には防災に関する授業もあるので高大連携もあり
かなと思いました。

4.3


